
整備経費
補助金を活用した
場合の整備経費

機器代金
市25％補助

　補助上限額17.5万円
　※国の補助額の1/2を補助します。

機器代金
自己負担（25％）

  　　　　国及び市の補助金を活用した場合、
　　　　　概ね機器代金の25％程度の自己負担で整備が可能。

　令和5年度の充電インフラ補助金（当初予算）を活用した場合の整備経費イメージ

　補助上限額 95万円～135万円
　※工事費補助額は工事項目ごとに補助上限がありますので、
　　 全額補助とは限りません。

　普通充電器の場合の補助上限額 7万円～35万円
　※機器によって補助額が異なります。

工事費

機器代金

工事費
国100％補助

機器代金
国50％補助


